
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                      

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

                                                                                      

 

 

 

大富小 

学校だより 

№３ 

令和２年 

７月９日 
１４ 火 月例テスト週間 以心会幹事会 

１５ 水  

１６ 木  

１７ 金  

１８ 土   

１９ 日  

２０ 月 校内教育支援委員会 

２１ 火  

２２ 水  

２３ 木 海の日 

２４ 金 スポーツの日 

２５ 土  

２６ 日  

２７ 月  

２８ 火  

２９ 水  

３０ 木  

３１ 金 １学期終業式 反省職員会議 

8/１ 土  

  ２ 日  

 ３ 月 夏季休業(～8/19) 学校集金振替日 

 ４ 火                

 ５ 水  

 ６ 木  

 ７ 金                      

 ８ 土  

 ９ 日  

１０ 月 （祝）山の日 

１１ 火  

１２ 水  

１３ 木 学校職員不在日 

１４ 金 学校職員不在日 

１５ 土  

１６ 日  

            「あいさつ」を考える 
                             校長 板 垣   晃 

 

 

盛夏の候、学校の通常再開が１カ月を過ぎ、子どもたちは新しい生活様式にも慣れ、落ち着

いて学習に向かっております。新型コロナウイルス感染症対策により、保護者や地域の方々へ

の学校参観が難しい中であり、できる限りホームページ上で情報を発信していきたいと考えて

おります。また、e ライブラリー等の ICT の利活用も急速に進み、子どもたちの学ぶ機会が広

がっています。 

 さて、今回は「あいさつ」について考えてみたいと思います。私は、毎朝、マスクの着用や

手の消毒、検温の確認をしながら、昇降口で子どもたちの登校の様子を見守っています。毎日、

見ていると様々な発見があります。あいさつに関しては、本校の子どもたちは決して上手とは

言えません。マスクを着用しての登校となり、益々、気持ちのよいあいさつは、少なくなって

きたと感じます。中には、いつもあいさつを返してくれない子も数名います。 

 日本人のあいさつは、「おじぎ」をして礼儀やねぎらいの気持ちを伝えます。海外の主なあ

いさつは握手ですが、新型コロナウイルス感染症の影響で握手の習慣が変化しているそうで

す。世界の中には、鼻を顔に押し付けたり、舌を出したりする珍しい挨拶の仕方もあるようで

す。日本のあいさつは、比較的、新型コロナウイルス感染症の影響を受けないと言えます。 

あいさつは、コミュニケーション力の向上につながるものです。あいさつをすることで①自

信につながる（積極的になる）②人に好かれる（印象がよくなる）③気遣いができる（常識人）

ことにつながります。子どもたちが将来社会に出たとき、しっかりあいさつができる大人にな

って欲しいと思います。小学校は、そのための習慣づくりの時期です。 

学校では、「おはようございます」「さようなら」「こんにちは」「ありがとう」「ごめん

なさい」「〇時間目の勉強を始めます。終わります。」などあいさつを行う場面は、大変多い

です。あいさつは、学校が担っている大切な習慣づくりと考えます。しかし、イベント的な取

組や強制的なやり方で身に付くものではありません。将来に生きるあいさつの習慣にしていく

ためには、それなりの手間ひまが必要です。 

 心の教室の今田先生から、最近うれしかったこととして４年生の子から聞いたお話をきかせ

てもらいました。地域の方々からの声掛けや子どもの素直な思いに、私もうれしくなりました。 

 

 

 

 

６月２３日（火）に市長さんからの励ましのメッ 

セージと共においしいさくらんぼが届きました。東

根市ならではの「さくらんぼ給食」にみんな笑顔で

おいしくいただきました。 

 

メッセージ 

今日は東根市が誇る日本一の「さくらんぼ佐藤錦」を

皆さんに用意しました。 

佐藤錦は、東根で生まれた世界に誇るさくらんぼの品種

です。硬くて酸っぱい「ナポレオン」と、甘いけれどす

ぐ傷みやすい「黄玉」を東根の佐藤栄助さんが大正時代

に掛け合わせて「佐藤錦」を作りました。 

 今、世界中で新型コロナウイルスが広がっています。

このため、学校も３月から５月まで臨時休業となり、学

校に来ることができなくなりました。ようやく普通に登

校することができるようになりましたが、これまでとは

違い、コロナ対策を行った新たな学校生活を送らなけれ

ばなりません。 

 いろいろな行事が中止や延期となっているなか、皆さ

んの学校生活が楽しく、そして、元気に送れるよう、果

物の宝石「さくらんぼ佐藤錦」を、今日は特別にたくさ

ん用意しました。おいしい「さくらんぼ」をたくさん食

べて、東根の良さを感じてください。 

 また、今月３０日には「さくらんぼ紅秀峰も給食に用

意します。東根が誇る２つの品種「佐藤錦」と「紅秀峰」

の食べ比べも楽しみにしてください。 

令和２年６月    東根市長 土田 正剛 

最近、地域の人から「１年生も元気なあいさつが出来るようになったね。」と言わ

れる。地域の人だけでなく、自分たちもあいさつをしている。なぜ、あいさつができ

るようになったかと考えると、上級生のまねをしているから。良いことも悪いことも

上級生のまねをする。     ～４年生の登校班長さんのうれしかった話から～ 

 

夏季休業期間を短縮し、

５日間授業日を増やしま

す。１学期終業式は、７月

３１日となります。 


